
事業イメージ事業の内容

事業目的・概要 
 福島イノベーション・コースト構想を着実に推進していくためには、新たな 
チャレンジが次々と創出される環境をつくるとともに、これらのチャレンジを 
しっかりサポートする体制と、①異業種間の連携、②地域間の連携、 
③地元企業と進出企業との連携を促進する仕掛けをつくっていくことが 
重要です。 

 このため、趣旨に賛同する幅広い分野のイノベ関係事業者等による、 
異業種交流のための場として「福島イノベ倶楽部」を設立しました。 

Ｒ２年４月 
福島イノベーション・コースト構想推進課 

運営方法 
 原則、会員からの会費（１事業者当たり２万円）により運営する。 
（交流会については、別途参加者から負担金を徴取して開催する。） 

 事業者間の交流や情報発信に特に意欲的なリーダー的事業者による 
「理事会」を置く。 

 事務局は、県イノベ課、イノベ機構。（県商工労働部と連携） 

想定スケジュール

福島イノベ倶楽部の設立について

12～1月

設立総会

教育関係者 支援機関

RTF利用企
業誘致企業

農業参入企
業

中通り・会津の
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視察、交流等

【１ 総会・交流会】

実用化補助金
支援対象企業

【２ 視察会】
イノベ倶楽部の
企業、イノベ拠点

【３ 就職情報・企業情報発信】

イノベ機構 企業情報サイト

交流を通じたビジネス拡大、新たなシーズの創出

首都圏向け採用情報の発信

支援制度、イベント等の案内 県の合同就職説明会への参加

【４ 新たなビジネス創出に向けた関係機関と連携した支援】

視察会設立準備

2月 （次年度）


